
第3回

良好な温熱環境と
ストック住宅対応

『ガスとお湯の50年』からガス事業者の今後を考える



一般財団法人ベターリビング

国民の住生活水準の向上に寄与することを目的として、1973
年に当時の建設省（現 国土交通省）より認可を受け、財団法人住
宅部品開発センターとして設立されました。
主な業務は優良住宅部品（ＢＬ部品）の認定等事業、住宅をはじ
めとする建築物の設計、施工、部品、材料に関する評価、試験、登
録等の事業、および調査研究事業であり、これらを公正、中立な
第三者機関として遂行しています。

優良住宅部品認定制度（ＢＬ部品認定制度）
ＢＬ部品は、品質、性能、アフターサービス等に優れた住宅部品です。人々の住生活水準の向上
と消費者の保護を推進することを目的として認定し、その普及を図っています。
認定を受けた住宅部品には、「ＢＬマーク証紙」の貼付等によりＢＬ部品である旨を表示します。こ
のマークが表示された部品には、瑕疵保証と損害賠償の両面からのＢＬ保険がついています。

ＢＬマーク証紙の表示例
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2.住まいの温熱環境と健康
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5.暮らしの留意点
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1-1 住宅ストックの現状

①温熱環境の実態
日本の住まいは断熱性能が低く
冬季の居間や水回りの寒い住宅が多い！

7

住宅ストック約5,000万戸の断熱性能を見ると

寒い

出典：国土交通省資料 統計データ、事業者アンケートより推計(2017年)

約7割は、昭和55年
省エネ基準以下の
断熱性能
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①温熱環境の実態

在宅中の居間の平均室温が
18℃未満の住宅が約6割

在宅中の寝室・脱衣所の平均室温
が18℃未満の住宅が約9割

8

出典：「住宅の断熱化と居住者の健康への影響に関する全国調査第3回中間報告会～国土交通省スマートウェルネス住宅等推進事業調査から~室温と血圧・活動量・諸症状等の分析から得られつ
つある知見を速報」（一社）日本サステナブル建築協会2019.2.1
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1-1 住宅ストックの現状



1-1 住宅ストックの現状

②日本の冬季死亡率

寒冷な地域よりも温暖な地域の方が、
冬季の死亡者が増加

冬季の死因の6割が
心臓や脳血管、
呼吸器疾患

9

温暖地の冬季死亡
増加率が高い傾向

厚生労働省「人口動態統計（2014年）」都道府県別・死因別・月別からグラフ化
冬季死亡増加率は4月から11月の月平均死亡者数に対する12月から3月の月平均死亡者数の増加割合

9



1-1 住宅ストックの現状

②日本の冬季死亡率

冬季の死亡増加は、
断熱住宅の普及と相関が
見られる

高断熱住宅の普及率が高い
地域では冬季の死亡者増加
率が低い傾向

10

温暖な地域は、寒冷な地
域に比べて断熱性能が高
い住宅の普及が進んでい
ないため、室温が低い傾
向にあり、冬季の死亡増
加に影響していると考え
られる。

厚生労働省「人口動態統計（2014年）」都道府県別・月別から地図化。冬季死亡増加率は4月から11月の月平均死亡者数に対する12月から3月の月平均死亡者数の増加割合。
総務省「住宅・土地統計調査2008」を地図化。断熱住宅普及率は（二重サッシ又は複層ガラス窓のある住宅数）／（居住世帯のある住宅総数）
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③入浴中の事故

入浴中の急死者は、交通事故の死亡者数よりも多い

年間で約19,000名（推計）

11

交通事故より24時間
以内の死亡者数は
年間 約2,600人

入浴中の事故は、
冬季に集中
そのほとんどは
６５歳以上の高齢者

出典：「冬季に多発する入浴中の事故に御注意ください！」消費者庁ニュースリリース018.11.21

溺死・溺水

1-1 住宅ストックの現状
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12

• 入浴事故は冬場に
集中しており、約9

割が65歳以上の高
齢者。

• 一人で入浴できる
状態にある高齢者
が亡くなっている。

厚生労働省 人口動態統計より

③入浴中の事故

総数

65歳～79歳

80歳～

45歳～64歳

0歳～44歳

1-1 住宅ストックの現状

12



④高齢者世帯が居住する住宅

多くの高齢者が、断熱性能が低い
住宅で暮らしている

昭和55年以前に建築
された住宅の約4割
に高齢者が居住

高齢者は劣悪な温熱環境の
住宅が生活の場となっている

13

出典：国土交通省「既存住宅ストックの現状について」2015.9「高齢単身・高齢夫婦世帯が居住する住宅ストック数と全体の居住ストック数に占める割合」より作成
「バリアフリーを満たす」：住宅・土地統計調査データにおいて、住宅性能表示制度における高齢者等配慮対策 等級２相当（段差のない室内＋トイレ・浴室の手すりあり）を満たす。
「省エネを満たす」：H４年省基準相当以上の断熱性能。高齢者の「単身世帯」は65歳以上の単身世帯、「夫婦世帯」は夫65歳以上かつ妻60歳以上の夫婦のみの世帯

1-1 住宅ストックの現状
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1-2 断熱性能と室温の関係

①室間温度差

暖房している部屋と、暖房していない部屋では
温度差が生じる

昭和55年省エネ基準相当（40年前） 平成28年省エネ基準相当

LDKと浴室の温度差は 12℃ LDKと浴室の温度差は 7℃

5地域（茨城県つくば市）1/22 PM8:00 外気温1.4℃ 暖房室：リビングダイニング

14
14



①室間温度差

早朝の暖房開始直後の居間と寝室の温度差

昭和55年省エネ基準相当
の場合 温度差約12℃

平成28年省エネ基準相当
の場合 温度差約8℃

5地域（茨城県つくば市） 1/22 AM6:15 外気温0.5℃ LDK暖房開始15分後の各室の室温

15

20℃

1-2 断熱性能と室温の関係
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②夜間の温度低下

断熱性能の低い住宅は、冬季の夜間に室温が急激に低下

昭和55年省エネ基準相当
の住宅は、暖房を停止後
6時間で15℃近く低下
平成28年省エネ基準相当
でも11℃程低下

5地域 1/22 AM6:00 外気温0.5℃
AM0:00暖房停止から6時間の温度低下

16

1-2 断熱性能と室温の関係
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③良好な温熱環境

適切な断熱材の設置と暖房設備の運転で
良好な温熱環境を得る

高い断熱性能の
住宅の暖房室は、
温度変化が少な
く、温熱環境が
良好

冬季の廊下や水
回りの良好な温
熱環境の実現に
は、暖房設備が
必要

部屋ごとのかんけつ運
転による暖冷房方式で
は、廊下や水回りは暖
められない

17

1-2 断熱性能と室温の関係
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1-3 住まいと温度の感じ方

①室温と表面温度

冬季の良好な温熱環境には、表面温度も重要な要素

断熱性能が低い住
宅では、床や窓、
壁の表面温度が室
温に比べて低くな
り、いっそう寒く
感じる 暖かい空気は天井付

近にたまり、上下温
度差が生じる

18

暖かい

寒い
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②作用温度（体感温度）

作用温度は、体感に近い温度であることから
「体感温度」とも言われています

身体の温熱感覚は、身体活動に
よってつくられる熱と、対流、放射、
伝導などによる周辺の熱との授受の
大小関係で変化する

良好な温熱環境を形成するためには
作用温度（体感温度）を考慮する必
要があります

19

1-3 住まいと温度の感じ方
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②作用温度（体感温度）

作用温度は、身体周辺の床、壁、窓、天井などの表面温度
と室温、気流が身体に与える影響を評価するもの

断熱性能が低い住宅断熱性能が高い住宅

20

・・・簡易的には

作用温度

(平均表面温度＋空気温度）

2

現場は、床上１ｍと床温度の
平均値の確認を。

≒

1-3 住まいと温度の感じ方

20
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2-1 冬季の室温が健康に与える影響

①部屋の温度が低い

【健康影響1】

室温が低いと心血管疾患、呼吸器系疾患などの健康リス
クが高くなる

22

出典「 Cold Weather Plan For England Making the Case」 Public Health England

イングランド公衆衛生庁は、18℃未満で血圧上昇・循
環器系疾患、16℃未満で呼吸器系疾患、5℃で低体温症
を引き起こす可能性があり、寒い住宅は健康リスクが
あり、住宅内において最低でも「18℃」とすることを
推奨する指針を出している。

22



【健康影響1】

室温が低いと心血管疾患、
呼吸器系疾患などの
健康リスクが高くなる
（冬季室温18℃）

WHO（世界保健機関）
暖かい住まいと断熱などを勧告

23

出典 WHO Housing and health guidelines :World Health Organization 2018.11

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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①部屋の温度が低い



【健康影響2】

室温が低いと起床時に血圧が高くなる傾向がある

高齢者の方が
室温低下の影
響を受ける

女性の方が血
圧は低いが、
室温による上
昇が大きい

24

「 Cross-Sectional Analysis of the Relationship Between Home Blood Pressure and Indoor Temperature in Winter 」Wataru Umishio 他Hypertension Vol74 No.4 国土交通省スマー
トウェルネス住宅等推進事業調査 2014 年度から2017 年度までの４年間で調査した有効サンプル2,902 名（1,844 世帯）を対象としたマルチレベル多変量解析モデルを構築。

起床時の室温が低
いほど血圧が高い

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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①部屋の温度が低い



【健康影響3】

就寝前の居間の室温が低いほど、夜間の頻尿リスクが
高くなる

• 就寝前の居間室温が18℃以上の
暖かい住宅に比べて過活動膀胱
症状の人が1.6倍多い

• 断熱改修後に温度が上昇した
住宅は過活動膀胱症状を有す
る人の割合が半減

25

出典「 住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは？調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します～断熱改修等による居 住者の健康への影響調査 中間報告（第３回）
～」国土交通省プレスリリース 2019.1.24

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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①部屋の温度が低い



1とすると

【健康影響4】

室温が低いと入浴中の事故のリスクが高くなる傾向

• 居間や脱衣所の温度が低いと入浴事故のリスクが高いとされる危
険な入浴をする人が約1.7倍。

危険入浴する人

1.7倍

26

出典：「住宅の断熱化と居住者の健康への影響に関する全国調査第3 回中間報告会～国土交通省スマートウェルネス住宅等推進事業調査から~ 室温と血圧・活動量・諸症状等の分析から得られつ
つある知見を速報」（一社）日本サステナブル建築協会2019.2.1

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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①部屋の温度が低い



【健康影響4】

室温が低いと入浴中の事故のリスクが高くなる傾向

27

出典：「住宅の断熱化と居住者の健康への影響に関する全国調査第3 回中間報告会～国土交通省スマートウェルネス住宅等推進事業調査から~ 室温と血圧・活動量・諸症状等の分析から得られつ
つある知見を速報」（一社）日本サステナブル建築協会2019.2.1

• 断熱改修で居間と脱衣所の温度が改善すると、入浴習慣が改善

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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①部屋の温度が低い



②足元温度が低い

【健康影響5】
床付近の室温が低い住宅では、様々な疾病症状を引き
起こす傾向がある

• 床付近の温度が低い住
宅では、高血圧、糖尿
病で通院している人の
割合が1.5倍以上

28

出典：「住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは？調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第
３回）～」国土交通省プレスリリース 2019.1.24

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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③部屋間に温度差がある

【健康影響6】

部屋と部屋の温度差があると、移動時に血圧が変動する

• 室温の異なる部屋を移動する
過程で血圧が変動

29

実験：暮らし創造研究会

2-1 冬季の室温が健康に与える影響
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2-2 温熱環境の改善による健康への影響

①断熱改修の効果

断熱改修によって室温が上昇し、それに伴い居住者の血
圧も低下する傾向を確認

• 断熱改修後に起床時の
最高血圧が3.5㎜Hg、最低血圧が1.5㎜Hg低下

30

出典：「住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは？調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第
３回）～」国土交通省プレスリリース 2019.1.24

30



断熱改修に伴う温度上昇によって、身体活動時間が増加

• 断熱改修後の温度上昇に伴い、コタツや脱衣所の暖房が不要
となった場合、1日平均の軽強度以上の活動時間が増加

31

出典：「住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは？調査結果から得られつつある「新たな知見」について報告します～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告（第
３回）～」国土交通省プレスリリース 2019.1.24

2-2 温熱環境の改善による健康への影響

31

①断熱改修の効果



ニュージーランドの研究で、断熱改修した住宅において
健康に関する自己申告結果が大きく改善

32

出典：「Effect of insulating existing houses on health inequality: cluster randomised study in the community.」 Howden-Chapman 他 BMJ. 2007;334(7591):460.

• 断熱改修を実施しなかった
住宅に比較して
 呼吸器は症状が約半分に

なった。
 子供の学校への欠席回数

が約半分になった。

2-2 温熱環境の改善による健康への影響
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①断熱改修の効果



①断熱改修の効果（一部前述）

断熱改修によって室温が上昇すると、過活動膀胱症状が
減少、危険入浴につながる入浴習慣が改善

• 断熱改修で居間と脱衣所の温度
が改善すると、入浴習慣が改善

• 断熱改修後に温度が上昇した住
宅は過活動膀胱症状を有する人
の割合が半減

33

出典「 住宅内の室温の変化が居住者の健康に与える影響とは？調査結果から得られつつある
「新たな知見」について報告します～断熱改修等による居住者の健康への影響調査 中間報告
（第３回）～」国土交通省プレスリリース 2019.1.24

「住宅の断熱化と居住者の健康への影響に関する全国調査第3 回中間報告会～国土交通省ス
マートウェルネス住宅等推進事業調査から~ 室温と血圧・活動量・諸症状等の分析か ら得られ
つつある知見を速報」（一社）日本サステナブル建築協会2019.2.1

2-2 温熱環境の改善による健康への影響
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3-1 良好な温熱環境に係る基本的な考え方

①良好な温熱環境とその効果

良好な温熱環境は、健康の維持・増進や快適性の向上、
さらに省エネに効果がある

良好な温熱環境とは？

• 季節、外気条件に応じ、適切な
室温に保たれること

• 室内の温度（空気温度ならびに
壁面などの表面温度）ができる
だけ均一であること

• 特に冬季における温熱環境を考
慮する

35
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良好な温熱環境によってもたらされる効果

 健康維持・増進

 快適性

 省エネ性

• 仮に望ましいレベルでない場合でも
入浴事故などの抑止に効果がある温
熱環境とする

• 設備機器の利用状況によっては省エ
ネにならない場合もある

36

出典「 住宅における好な温熱環境に関する調査研究報告書」(一財 ベターリビング H30.7発行)

3-1 良好な温熱環境に係る基本的な考え方
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①良好な温熱環境とその効果



②実現手段

住宅全体のプランニング、断熱性・気密性の向上、暖房
と換気制御で良好な温熱環境を実現

一般的な実現手段

① プランニングの工夫

弱点である浴室、脱衣室、トイレの配置の
工夫（暖房室との連続性、コア配置）など

② 断熱工法

高断熱・気密化、断熱区画の設定

③ 設備計画

適切な暖房・換気制御

37

3-1 良好な温熱環境に係る基本的な考え方
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③実現にあたっての考え方

新築住宅は、できるだけ高いレベルで実現、既存住宅は、
様々な制約を踏まえつつ可能な限り高いレベルで対応

 新築住宅

• 実現手段について、できる限
り高いレベルで対応する

• コスト負担の問題はあるもの
の、技術的に高い温熱環境を
実現できる対策を採用できる
可能性が高い

 既存住宅（改修）

• 従前の間取り・構造や資金的
な問題等の制約があることか
ら、少なくとも事故の抑止に
つながるレベルで対応する

• 温熱環境を改善できる対策を
多面的に用意し、採用できる
可能性を高める

38

3-1 良好な温熱環境に係る基本的な考え方
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既存住宅の改修は、段階的な提案が有効

• 断熱区画の考え方によって、対策する規模をコントロール

• 費用対効果の高い提案を検討する

39

3-1 良好な温熱環境に係る基本的な考え方
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3-2 良好な温熱環境を形成する基本的な対策

①空間計画・構工法・設備計画での対策例

計画条件に応じて適切な対策を選択し、組合せることが
求められる

プランニング
ポイント①

• 長い時間を過ごす部
屋は、廊下など暖房
していない空間との
つながりを工夫

 非暖房室からの冷気
の流入しないよう、
建具の気密性を確保

プランニング
ポイント②

• 水回りは、暖房してい
る部屋に隣接させ、廊
下を介さないで配置

 玄関や廊下と区画し冷
気の流入を防ぐ

 模様替えで水回りを暖
房室と一体空間とする

40
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設備計画ポイント

• 居室、水回りなどに暖房設
備を設置し、室温や床表面
温度を適温に保つ

断熱・気密計画
ポイント②

• 窓や玄関ドアの断
熱・気密性能を向上

 冬季は日射取得、夏
季は日射遮へい対策

 室温と窓表面との温
度差を小さく

 窓・建具の隙間風を
防止

①空間計画・構工法・設備計画での対策例

断熱・気密計画
ポイント①

• 室温の均一化を図る
ため、天井もしくは
屋根、外壁、窓、床
もしくは基礎を連続
的に切目なく断熱・
気密化する

 壁や床などの表面温
度を室温に近づける

41
41
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脱衣所ポイント

• 適切な能力の脱衣所暖房
の採用

• 足元の冷たさの排除

• 適切な給湯制御が可能な
給湯器を採用

トイレのポイント

• 洋式便器とし、暖房
便座を設置

• 適切な能力のトイレ
用暖房の採用

②水回りでの対策例（住宅設備を中心に）

浴室のポイント

• 浴室の床や壁面から
の冷輻射が少ない浴
室ユニットの採用

• 適切な能力の浴室暖
房の採用

• 適切な給湯制御が可
能な給湯器を採用

42

計画条件に応じて適切な対策を選択する方法が有効

42
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浴室と脱衣所を良好
な温熱環境にするた
めの対策例

43
43
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4-1 水回りの設計に資する温熱環境暫定水準案

「住宅における良好な温熱環境実現研究委員会※」では、
既存住宅の水回りを中心とした改修の設計目標として用
いることを念頭に「水回りの設計に資する温熱環境暫定
水準案」をとりまとめ。

45

 わが国の住宅ストックには、温熱環境が劣悪なものが多く、とりわけ浴室・脱衣室・トイレの水回り空間につ
いて、ほとんど対策がなされていないものが大半であり、その改善が急務となっています。

 このような状況を踏まえ、水回りを中心とした住宅改修を進めていく上で、当面の設計目標として事業者が用
いることを念頭に、実現性の面で現実的な水準となるよう留意しつつ、水回りの温熱環境水準案を設定するこ
ととしました。

 その際、海外の事例やスマートウェルネス住宅等推進調査で得られつつある知見を元にしてはいるものの、こ
れらの知見だけでは十分とは言えない部分もあることから、本水準案については、十分な科学的な裏付けがな
されるまでの暫定的な案として設定することとしました。

 なお、本暫定水準案は、低温に暴露されることによる健康障害の予防を目的として検討された案であり、安全
の保証や健康増進を目的としたものではありません。

【暫定水準案の使用目的・位置づけ】

※（一財）ベターリビングでは2016年から2018年まで建築・医学系の学識経験者、住宅関連事業者等から構成される「住宅における良好な温熱環境実現研究委員会」を設置し、健康な暮ら
しを支える住宅の良好な温熱環境実現するための検討を行った（https://www.cbl.or.jp/bl_thermal/）

※暫定水準案は、断熱・気密性能が劣悪な既存住宅における改修時を考慮して設定しています。また、
暫定水準案は、長時間滞在する居間や寝室の良好な温熱環境の確保を前提としている。
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【浴室】入浴時に最低でも「18℃（作用温度）」以上を確保する

 湯を張らない状態においても
18℃（作用温度）を確保でき
るよう、断熱性能・浴室暖房装
置を設計することが望ましい。
（ただし、衣類を脱いでも寒い
と感じないこと、41℃以下の
お湯に浸かっていて寒いと感じ
ないことが望ましい。）

 不用意に窓を開け低温な外気に
暴露される危険を避けるため、
換気装置等を設置することが望
ましい。

46
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【浴室】素足で床面が冷たくないようにする

 熱伝導率、比熱が小さい素材と
することが望ましい

 床に湯をかけることである程度
の対応が可能と考えられるが、
床近傍を暖められる暖房が望ま
しい

【浴室】湯温を41℃以下、湯に浸かる時間は10分までを目安とする

 湯はり温度の設定・表示が可能な
給湯設備とすることが望ましい

47
47
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【脱衣室】脱衣時に最低でも「18℃（作用温度）」以上を確保

 衣類を脱いでも寒いと感じないよ
うに、湯を張らない状態において
も18℃（作用温度）以上を確保
できるように断熱性能・脱衣室暖
房装置を設計することが望ましい。
（ただし、衣類を脱いでも寒いと
感じないことが望ましい）

 不用意に窓を開け低温な外気に暴
露される危険を避けるため、換気
装置等を設置することが望ましい。

48
48
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【脱衣所】素足で床面が冷たくないようにする

 熱伝導率、比熱が小さい素材と
することが望ましい

 床近傍を暖められる暖房が望ま
しい

【脱衣所】手洗いや洗顔時に冷たい水の使用を避ける

 給湯温度の設定・表示が可能な給湯
設備とすることが望ましい

49
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【トイレ】最低でも「18℃（作用温度）」以上を確保

 不用意に窓を開け低温な外気に暴
露される危険を避けるため、換気
装置等を設置することが望ましい

 翌朝までの室温低下を防ぐ

 室間温度差を防ぐ（主居室との連
続化や、廊下も暖かくすることが
求められる）

50
50
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4-2 実験住宅での実証実験

①実証実験の概要

水回りの設備改修による対策と、断熱改修およびユニット
バスなどを組合せた対策で実証実験を実施しました

建築研究所内の住宅戸建実験棟

• 木造2階建て、延床面積約135㎡

• 実証実験改修範囲：1階47㎡

• 昭和55年省エネ基準相当の断熱性能

51

H28 年省エネルギー基準の地域区分の地図

51



• 浴室に壁付け型の浴室暖房乾燥機を設置

• 躯体は昭和55年省エネ基準相当のまま

• 浴室は在来工法浴室

52

実験結果

• 能力の大きい浴室暖房で作用温度18℃以上を確認

グレードⅠ：既存浴室への暖房設備の設置による対策

52
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• 生活空間の断熱区画を形成

• 外皮部分に断熱・気密改修を実施

• ユニットバスに交換、浴室暖房乾燥機を
設置

53

グレードⅡ：断熱区画の形成、断熱及び浴室改修による対策

• リビングの暖房により水回りの室温低下が抑えられる。
• 短時間で足元まで十分に温めることができることを確認。

実験結果

53
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「①在来浴室」で作用温度18℃に到達するための浴室の暖房エネルギー消
費量を100 とした場合、「②浴室ユニット（断熱タイプ）への交換」「③
浴室ユニット（断熱タイプ）に交換＋断熱改修」で、浴室の暖房エネルギー
消費量の削減率を算出。

【0.75 坪（1216）の浴室】
在来浴室を浴室ユニット（断熱タイプ）に交換すると浴室の暖
房エネルギー消費量は、25％削減でき、更に浴室ユニット（断
熱タイプ）に交換した上で断熱改修を行うと、在来浴室の場合
より50％削減可能。

54
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4-2 シミュレーションによる検証



4-4 各種対策における住宅部品の選定

製品リスト

URL：https://www.cbl.or.jp/slc/component/

 水回りの良好な温熱環境の実現に資する製品リスト

55

ベターリビングでは、施主への提案時に活用できる製品
リストを作成し、提供している

55
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5-1 結露などを起こさないために

①断熱・気密改修と換気計画

断熱・気密改修を計画する際は、必ず換気計画を同時に
検討する

• 冬季の窓開け換気は、部屋を急激
に冷やし、危険な温熱環境になり
かねない

• 断熱、気密化による結露の発生と
空気質の悪化を防ぐためには、
換気計画が必要

• 換気運転を適切に行うためには、
メンテナンスの必要性を伝えなけ
ればならない

清掃前の換気扇
• 換気機能の著
しい低下

清掃後の換気扇
• 1年に数回の
メンテナンス
が必要

57

汚れています
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②使用できる暖房器具

気密性が向上すると、暖房器具の選定には注意が必要

• 石油ストーブは、1ℓの灯油を燃焼さ
せると液体にして約1ℓの水蒸気を発
生する

• 開放型の暖房器具は、結露を冗長す
るため使用しない事を居住者に伝え
なければならない

• 室内に開放された状態で燃焼しない
器具、もしくは気流式（エアコン）
や輻射式（床暖房など）の暖房設備
を使用する

• 開放型の暖房器具は
使用しない

• 床暖房などの輻射式
の暖房方式は快適

58
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5-2 暖房機器の使い方

①暖房の運転方式

暖房機器は早めの稼働が必要

• 暖房機器の運転方法は、対策後の断
熱性能や身体的な理由などで変わる

• 特に性能ごとに求める室温への到達
時間が異なるため、居住者の要望確
認が必須となる

• 基本的には、タイマー機能などを活
用した、早めの稼働で良好な温熱環
境をつくること

• 準備の前に暖房器具の運転
をはじめること

59
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②省エネルギーと健康維持

良好な温熱環境の実現は、高い断熱・気密化と暖房設備の
運用方法の検討が大切

• 平成28年基準相当の断熱性能であっ
ても水回りは良好な温熱環境とはな
らないため、暖房設備が必要

• 良好な温熱環境を維持しつつ、省エ
ネ運転を実現させるためには、高断
熱化が条件となる

• 初期投資は大きくなっても、運用費
でコストを抑えることが出来れば、
理想的な計画と言えるのではないか

60
60
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6 関連する住宅政策等

①2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
（2021年6月18日）

62
62

出典 「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長
戦略」（概要資料）経済産業省



6 関連する住宅政策等

①2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
（2021年6月18日）

63
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出典 「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（概要資料）経済産業省



6 関連する住宅政策等

②住生活基本計画（全国計画）（2021年3月19日閣議決定）

64
64出典 「住生活基本計画（全国計画）（概要）」国土交通省



6 関連する住宅政策等

③高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの
改修ガイドライン（2019年3月28日策定）

65
65

出典 「高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの改修ガイドライン（概要説明資料）」国土交通省



6 関連する住宅政策等

③高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの
改修ガイドライン（2019年3月28日策定）

66
66

出典 「高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの改修ガイドライン（概要説明資料）」国土交通省



6 関連する住宅政策等

④こどもエコすまい支援事業等
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出典 「住宅省エネキャンペーン2023／ツールダウンロード／3省からのお知らせ」国土交通省



6 関連する住宅政策等

⑤地方公共団体における住宅リフォームに係わる支援
制度検索サイト（一般社団法人住宅リフォーム推進協議会）
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出典 「地方公共団体における住宅リフォームに係わる支援制度検索サイト」（一社）住宅リフォーム推進協議会



第3回 良好な温熱環境とストック住宅対応

1.住宅ストックの現状

2.住まいの温熱環境と健康

3.良好な温熱環境の実現手段

4.水回りの設計目標

5.暮らしの留意点

6.関連する住宅政策等

7.まとめ



7 まとめ
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日本の住宅ストックは、温
熱環境の面から不十分なも
のが多く、多くの高齢者が
断熱性能が低い住宅で暮ら
している。

特に、冬季に室温が低い場
合や、部屋間の温度差が大
きい場合等に、健康に与え
る影響が大きい。

住宅全体の「プランニング」「断熱性・気密性の向上」
「暖房と換気制御」で良好な温熱環境を実現できる。

住宅ストックにおいては、浴室・脱衣室等の水回りの部分
的な断熱改修と暖房の設置等、段階的な提案も有効である。



「温度」を切り口としたコミュニケーション
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 住宅の温熱環境が原因となる健康障害は、「自分にも起こり得るこ
と」と身近に感じてもらう必要がある。

 そのためには、“住宅の室温を整えることの大切さ”を分かり易く伝
えなければならないが、「温度」を切り口としたコミュニケーション
は有効。

 「温度」という尺度は、一般の方々に伝わりやすく、
話を聞くことで室温を気に掛けるようになることが
期待される。

 事業者の方にとっては、「温度」に関するツールを
用いることで、住まいの温度の説明がし易くなり、
エンドユーザーとのコミュニケーションを深められ
る。また、会話のきっかけづくりにも活用できる。

～あたたか住まいガイド～
住まいの温度と健康の関係
を簡単な説明とイラストで
伝えることができる、エン
ドユーザー向けパンフレッ
ト。
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「住宅における良好な温熱環境実現推進フォーラム」とは？

適切な温度で健康に安心して暮らせる住まいを実現し、普及して
いくことを多くの住宅関連事業者団体（47団体）が一丸となり、
取り組むためのプラットフォーム機能としての役割を果たすため、
2019年7月9日に発足しました。 〔事務局（一財）ベターリビング〕

ホームページURL：https://www.onnetsu-forum.jp/

「良好な温熱環境による健康生活ハンドブッ
ク」は、フォーラムの普及啓発部会にて作成
したものです。

またこのハンドブックは、慶應義塾大学理工
学部システムデザイン工学科の伊香賀俊治教
授に監修をして頂きました。
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https://www.onnetsu-forum.jp/
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